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駐
屯
地
司
令
を
は
じ
め
隊
員
、
隊
員
ご
家
族
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
八
戸
駐
屯
地
後
援
会
の
活
動

に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
後
援
会
の
皆
様
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
現
在
の
国
際
情
勢
に
お
き
ま
し
て
は
、

米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
と
の
軍
事
衝

突
、
長
期
化
す
る
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
、
中
国
に
よ
る
尖
閣
諸
島
で
の
活
動
等
、
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
り
、
国
内
に
お
き
ま
し
て

は
大
規
模
震
災
、
気
候
変
動
に
よ
る
山
林
火
災
、

水
害
、
雪
害
等
の
災
害
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
、

駐
屯
地
の
皆
様
に
は
、
我
が
国
の
防
衛
や
災
害
派

遣
の
為
、
ご
尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。

八
戸
駐
屯
地
は
、
創
立
70
周
年
を
迎
え
ら
れ
る

わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
八
戸
市
に
と
り
ま
し
て
は

地
域
の
安
全
・
安
心
の
確
保
と
地
域
経
済
の
発
展

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
駐
屯
地
と
し
て
、

引
き
続
き
任
務
に
ま
い
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
当
後
援
会
は
、

引
き
続
き
八
戸
駐
屯
地
部
隊
・
隊
員
の
皆
様
が
安

心
し
て
任
務
に
ま
い
進
で
き
る
環
境
を
醸
成
す
る

た
め
、
市
民
を
代
表
し
て
支
え
て
い
く
所
存
で
あ

り
、
本
紙
を
通
じ
て
読
者
の
皆
様
に
対
し
、
駐
屯

地
の
真
摯
な
姿
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
努
め
て
参

り
ま
す
。

初
夏
を
迎
え
い
よ
い
よ
訓
練
最
盛
期
と
な
り
ま

す
が
、
隊
員
、
ご
家
族
並
び
に
ご
愛
読
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
重
ね
て

お
祈
り
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

平
素
よ
り
陸
上
自
衛
隊
八
戸
駐
屯
地
に
対
し
ま
し
て
多

大
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
70
年
前
の
昭
和
31
年
５
月
、
青
森
駐
屯
地
か
ら
第

５
普
通
科
連
隊
が
移
駐
し
て
、
八
戸
駐
屯
地
は
そ
の
産
声

を
上
げ
ま
し
た
。
以
来
、
多
く
の
部
隊
の
移
駐
、
廃
止
、

新
編
、
改
編
を
経
て
、
現
在
の
八
戸
駐
屯
地
の
姿
と
な
っ

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
今
年
の
３
月
に
第
２
対
戦
車
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
隊
が
廃
止
さ
れ
、
第
１
１
０
飛
行
隊
が
新
編

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
様
な
背
景
を
踏
ま
え
て
、
４

月
18
日
（
土
）
に
陸
上
自
衛
隊
八
戸
駐
屯
地
創
立
70
周
年

記
念
行
事
を
『
「
地
域
と
共
に
前
へ
」
～
70
年
の
歩
み

～
』
と
銘
打
っ
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
記
念
行
事
で
は
、

八
戸
駐
屯
地
の
70
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
八

戸
駐
屯
地
は
７
０
０
本
の
桜
を
有
す
る
桜
の
名
所
で
あ
る

も
の
の
、
多
く
が
老
木
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
記
念
樹
と
し

て
新
た
に
桜
を
13
本
植
樹
致
し
ま
し
た
。
皆
様
に
は
、
駐

屯
地
共
々
、
こ
の
桜
の
木
の
成
長
を
末
永
く
見
守
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
令
和
８
年
が
始
ま
り
５
ヶ
月
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
間
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
は
、

２
０
２
２
年
２
月
24
日
の
侵
攻
開
始
か
ら
５
年
が
経
過
し
、

長
期
化
の
様
相
を
見
せ
て
お
り
、
両
軍
合
せ
て
約
１
８
０

万
人
の
死
傷
者
と
の
推
計
（
令
和
８
年
２
月
現
在
）
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
我
が
国
に
お
い
て
、
絶

対
に
抑
止
を
破
綻
さ
せ
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
そ
の
為
に
は
、
相
手
に
我
が
国
を
断
固
と
し
て
守
り

抜
く
と
い
う
意
志
と
十
分
な
能
力
が
あ
る
こ
と
を
認
識
さ

せ
、
我
が
国
を
攻
め
て
も
目
標
を
達
成
で
き
な
い
と
思
わ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
八
戸
駐
屯
地
も
そ
の
重
要
な
役

割
の
一
部
を
担
っ
て
お
り
、
部
隊
の
新
・
改
編
や
装
備
品

の
更
新
、
平
素
の
教
育
・
訓
練
を
通
じ
た
隊
員
・
部
隊
の

対
処
能
力
及
び
各
種
計
画
の
実
効
性
の
向
上
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
同
時
に
、
近
年
頻
発
す
る
地
震
や
気
候

変
動
等
に
よ
り
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
風
水
雪
害
、
山
林

火
災
等
の
各
種
災
害
な
ど
に
対
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携

し
つ
つ
、
よ
り
実
効
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
備
え
も
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

結
び
に
、
八
戸
駐
屯
地
は
、
信
頼
さ
れ
る
地
域
の
一
員

と
し
て
皆
様
と
共
に
歩
ん
だ
70
年
の
歴
史
と
伝
統
を
基
に
、

取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
変
革
し
、

駐
屯
地
の
持
て
る
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
、
厳
し
い

任
務
を
完
遂
し
得
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

陸上自衛隊 八戸駐屯地

創立70周年記念行事



駐
屯
地
は
、
令
和
８
年
４
月
18
日
（
土
）
「
八
戸
駐

屯
地
創
立
70
周
年
記
念
行
事
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
約
６
，
１
０
０
名
の
一
般
来
場
者
が
訪
れ
、

部
内
外
、
多
数
の
ご
来
賓
の
方
々
の
参
列
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

記
念
日
当
日
は
、
一
時
的
に
小
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
が
、
午
後
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
駐
屯
地
創
立
70
周
年

と
い
う
節
目
の
日
を
満
開
の
桜
が
盛
大
に
彩
り
ま
し
た
。

行
事
は
、
主
に
記
念
式
典
、
観
閲
式
、
訓
練
展
示
、

装
備
品
展
示
の
ほ
か
、
体
験
搭
乗
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

等
を
実
施
し
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
と
各
種

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
て
そ
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。
来
年
度
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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第１１０飛行隊長 挨拶

駐
屯
地
は
、
令
和
８
年
１
月
26
日

(

月)

に
、
「
論
説
委
員
等
部
隊
研
修
支

援
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

論
説
委
員
等
11
名
、
内
局
広
報
課
長
、

各
幕
広
報
室
長
等
、
計
20
名
の
方
々
が

研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

論
説
委
員
へ
の
部
隊
研
修
支
援
内
容
と

し
て
、
駐
屯
地
概
要
説
明
、
第
４
地
対
艦

ミ
サ
イ
ル
連
隊
の
概
要
説
明
、
装
備
品
展

示
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
該
の
研
修
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
防

衛
問
題
及
び
防
衛
省
・
自
衛
隊
に
対
す
る

認
識
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
今
後
の
防
衛
問
題
等
に
関
す
る
報
道

へ
の
一
層
の
理
解
と
協
力
の
獲
得
に
寄
与

し
ま
し
た
。

論説委員等部隊研修支援

令
和
８
年
３
月
23
日
（
月
）
第

２
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
の
廃

止
に
伴
い
、
編
成
を
新
た
に
第
１

１
０
飛
行
隊
が
新
編
さ
れ
ま
し
た
。

対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
部
隊
の

伝
統
と
矜
持
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、

新
編
部
隊
ら
し
く
あ
ら
ゆ
る
任
務

に
対
応
す
る
た
め
果
敢
に
挑
戦
し

て
ま
い
り
ま
す
。

少
数
精
鋭
と
は
な
り
ま
し
た
が
、

飛
行
隊
一
丸
と
な
っ
て
任
務
・
訓

練
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
第
２
対
戦
車
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
隊
と
変
わ
ら
ず
、
第
１
１

０
飛
行
隊
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

桜のライトアップ



三八地域入隊予定者激励会

長年の勤務お疲れ様でした。

令
和
８
年
２
月
10
日

（
火
）
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
に
て
、
八
戸
地
区
自
衛

隊
協
力
会
が
主
催
す
る
三

八
地
域
入
隊
予
定
者
激
励

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

約
50
名
の
入
隊
予
定
者

と
御
父
兄
が
参
加
さ
れ
、

入
隊
予
定
者
達
は
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
自
衛
隊
生
活

を
前
に
不
安
と
期
待
が
入

り
混
じ
る
面
持
ち
で
入
隊

予
定
者
激
励
会
に
臨
み
ま

し
た
。

八
戸
駐
屯
地
か
ら
は
、

第
９
後
方
支
援
連
隊
長
の

齋
藤
１
佐
（
当
時
）
が
来

賓
と
し
て
参
加
し
、
歓
迎

の
言
葉
と
し
て
「
皆
様
の

各
自
衛
隊
へ
の
入
隊
を
心

か
ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

部
隊
で
は
新
た
に
配
置
さ

れ
る
皆
様
を
新
隊
員
と
呼

称
し
ま
す
が
、
「
新
隊
員

は
夢
と
希
望
」
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
、

部
隊
は
皆
様
を
首
を
長
く

し
て
待
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
を
応
援
し
て
く
だ
さ

る
協
力
者
の
方
々
、
実
際

に
自
衛
隊
で
働
い
て
い
る

先
輩
が
、
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
み
ん
な
が
通
っ
て
い

く
道
で
す
。
ど
う
ぞ
安
心

し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し

て
く
だ
さ
い
。
」
と
入
隊

予
定
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

ま
た
、
歓
迎
の
言
葉
を

贈
る
と
と
も
に
、
八
戸
陣

太
鼓
部
が
「
祝
い
太
鼓
」

「
大
地
の
響
き
」
「
や
ま

び
こ
」
の
３
曲
の
激
励
演

奏
を
披
露
し
、
入
隊
予
定

者
の
前
途
を
祝
福
し
ま
し

た
。

駐
屯
地
は
、
令
和
８
年
１
月
９
日
（
金
）

成
人
行
事
と
し
て
「
二
十
歳
の
誓
い
」
を
行

い
ま
し
た
。

当
日
は
二
十
歳
を
迎
え
る
約
40
名
の
隊
員

が
参
加
し
、
二
十
歳
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

隊
員
対
各
部
隊
の
車
両
装
備
品
二
両
の
綱
引

き
を
実
施
し
、
40
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
引
き

駐
屯
地
の
一
員
と
し
て
の
一
体
感
を
醸
成
す

る
と
と
も
に
、
隊
員
相
互
の
融
和
団
結
及
び

士
気
を
高
め
ま
し
た
。
昼
食
の
際
は
、
部
隊

長
と
の
会
食
会
を
実
施
し
、
二
十
歳
の
門
出

を
祝
し
ま
し
た
。

二
十
歳
隊
員
決
意
の
言
葉
と
し
て
、
第
５

高
射
特
科
群
の
柿
崎
３
曹
、
第
４
地
対
艦
ミ

サ
イ
ル
連
隊
の
大
久
保
士
長
が
二
十
歳
の
隊

員
を
代
表
し
、
「
災
害
に
対
し
て
の
即
応
力
、

地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
の
不
断
の
努
力
、

そ
の
す
べ
て
の
基
盤
と
な
る
も
の
は
各
隊
員

一
人
一
人
の
覚
悟
と
責
任
感
だ
と
思
料
し
ま

す
。
成
長
し
た
私
達
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
」
と
力

強
い
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

二
十
歳
の
隊
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
決
意
を
新

た
に
更
な
る
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

～二十歳の誓い～
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青森県東方沖
地 震 対 応

駐
屯
地
は
、
令
和
７
年
12
月
８
日

（
月
）
青
森
県
東
方
沖
を
震
源
と
す
る

震
度
六
強
の
地
震
発
生
に
伴
い
、
迅
速

に
災
害
派
遣
準
備
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
情
報
収
集
態
勢
を
確
立
し
、
被
害

状
況
の
把
握
に
あ
た
り
ま
し
た
。

八
戸
市
と
の
協
定
に
基
づ
き
、
一
時

的
に
体
育
館
を
避
難
場
所
と
し
て
提
供

し
、
そ
の
後
、
避
難
さ
れ
た
方
を
八
戸

市
指
定
避
難
所
へ
誘
導
し
ま
し
た
。

駐
屯
地
は
、
引
き
続
き
国
民
の
平
和

な
暮
ら
し
を
守
る
為
、
今
後
も
緊
張
感

を
持
っ
て
、
必
要
な
即
応
態
勢
を
と
り
、

万
全
を
期
し
て
参
り
ま
す
。

定
年
退
官
者
紹
介 

青森県知事許可(般-6)第13540号
(公社)全日本不動産協会会員
青森県知事(6)第2759号

0178-25-8800
八戸市新井田西三丁目2-17

FC加盟店 八戸店

【
第
９
後
方
支
援
連
隊
】

陸
曹
長  

白
戸

陽
治

（
８
年
２
月
14
日
付
）

【
第
９
施
設
大
隊
】

陸
曹
長

斉
藤

和
彦

（
８
年
３
月
28
日
付
）

准
陸
尉

船
橋

俊
一

（
８
年
１
月
30
日
付
）

准
陸
尉

千
葉

潤
一

（
８
年
１
月
７
日
付
）

三
等
陸
尉

嶋
津

隆
吾

（
８
年
１
月
25
日
付
）

【
第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
】

 

陸
曹
長

木
村

貴
則

（
８
年
３
月
31
日
付
）

二
等
陸
佐

工
藤

勝

（
８
年
３
月
16
日
付
）

陸
曹
長

佐
々
木

啓
二

（
８
年
２
月
23
日
付
）

陸
曹
長  

四
百
刈

久
悟
大

（
８
年
４
月
16
日
付
）

陸
曹
長

小
松

和
之

（
８
年
４
月
13
日
付
）

陸
曹
長

古
川

一
徳

（
８
年
１
月
７
日
付
）

【
第
38
普
通
科
連
隊
】

陸
曹
長

櫻
橋

宗
男

（
８
年
３
月
13
日
付
）

陸
曹
長

高
原

勇

（
８
年
４
月
19
日
付
）

陸
曹
長

長
畑

清
一

（
８
年
４
月
17
日
付
）

准
陸
尉

平
下

誠

（
８
年
１
月
11
日
付
）



各 部 隊 の 活 動 状 況

第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊

第

５

高

射

特

科

群

第

９

後

方

支

援

連

隊

第1８号   八戸駐屯地広報紙「八 戸」   令和８年５月２９日（４）

第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
は
、
令
和
８
年
２
月
28

日
（
土
）
に
連
隊
創
隊
30
周
年
記
念
行
事
を
実
施
し
ま

し
た
。

行
事
で
は
家
族
交
流
施
策
と
し
て
格
闘
展
示
、
八
太

郎
え
ん
ぶ
り
組
、
八
戸
陣
太
鼓
に
よ
る
祝
い
の
演
奏
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
に
実
施
さ
れ
た
記
念
祝
賀
会
は
、
八
戸

駐
屯
地
後
援
会
会
長
、
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
員
等
多
く
の
来
賓

の
ご
臨
席
の
下
、
盛
大
に
行
わ
れ
、
連
隊
の
今
後
の
活

躍
を
祈
念
し
ま
し
た
。

第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
は
、
今
後
も
部
隊
の
伝

統
を
守
り
な
が
ら
任
務
や
訓
練
等
に
邁
進
し
、
地
域
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
尽
力
致
し
ま
す
。

第
９
後
方
支
援
連
隊
は
、
令
和
８
年
２
月
21
日

（
土
）
、
グ
ラ
ン
ド
サ
ン
ピ
ア
八
戸
に
お
い
て
、

創
隊
36
周
年
記
念
行
事
を
実
施
し
、
日
頃
か
ら
連

隊
の
活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
に

感
謝
状
を
贈
呈
す
る
と
と
も
に
、
自
治
体
等
関
係

者
や
関
連
企
業
の
方
々
に
多
数
ご
参
加
頂
き
、

華
々
し
く
式
を
と
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
下
旬
に
は
、
岩
手
山
演
習
場
に
お

い
て
冬
季
訓
練
を
実
施
し
、
積
雪
下
に
お
け
る
整

備
・
補
給
・
衛
生
等
、
後
方
支
援
に
関
す
る
訓
練

の
他
、
ス
キ
ー
行
進
を
行
い
、
冬
季
に
お
け
る
任

務
遂
行
能
力
・
技
術
の
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

３
月
23
日
（
月
）

に
は
、
今
井
１
佐
が

第
20
代
連
隊
長
と

し
て
着
任
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
の
方
々
に

信
頼
さ
れ
る
駐
屯
地

の
一
員
と
し
て
誠
意

を
尽
く
し
、
連
隊
の

支
援
任
務
完
遂
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

群
は
、
令
和
８
年
２
月
25
日
（
水
）
震
災
伝
承

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
岩
手
県
大
槌
町
へ
行
き
ま
し

た
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
当
時
災
害
派
遣
に
従
事

し
た
隊
員
が
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
以
降
入
隊

し
た
隊
員
に
対
し
、
当
時
の
状
況
・
経
験
を
伝
え

る
た
め
に
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
隊
員
は
、

大
槌
町
に
あ
る
「
お
し
ゃ
っ
ち
」
と
い
う
施
設
の

震
災
伝
承
室
に
お
い
て
、
職
員
の
方
や
災
害
派
遣

に
従
事
し
た
隊
員
か
ら
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、

復
興
ま
で
の
映
像
を
鑑
賞
す
る
こ
と
に
よ
り
追
体

験
し
、
心
に
残
る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
最
後
に
は
、
大
槌
町
に
あ
る
「
鎮
魂
の

森

あ
え
ー
る
」
に
お
い
て
、
黙
禱
を
捧
げ
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
の
伝
承
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
き
っ
か
け
に
若
年

隊
員
は
地
震
の
恐
ろ
し
さ
や
災
害
派
遣
活
動
の
厳

し
さ
を
改
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
自
衛
官
と

し
て
の
責
務
の
重
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
今
後
も

経
験
を
部
隊
の
語
り
部
と
し
て
、
後
世
に
繋
ぐ
と

と
も
に
、
引
き
続
き
即
応
態
勢
を
万
全
に
し
て
各

種
隊
務
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

後

世

に

繋

ぐ

為

に



各 部 隊 の 活 動 状 況

第

９

施

設

大

隊

第
３
０
３
高
射
直
接
支
援
中
隊

第
３
０
７
特
科
直
接
支
援
中
隊

第1８号   八戸駐屯地広報紙「八 戸」   令和８年５月２９日（５）

第
２
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

令
和
７
年
12
月
17
日
（
水
）
、
第
９
施
設
大
隊
は
青
森

駐
屯
地
に
お
い
て
、
師
団
銃
剣
道
競
技
会
に
参
加
し
ま
し

た
。会

場
に
多
く
の
隊
員
が
駆
け
つ
け
、
力
強
い
声
援
を
送

る
と
と
も
に
、
現
地
に
行
け
な
か
っ
た
隊
員
は
、
Ｏ
Ｂ
と

と
も
に
リ
モ
ー
ト
で
応
援
し
、
大
隊
一
丸
と
な
っ
て
競
技

会
に
臨
み
ま
し
た
。
各
選
手
は
鋭
い
踏
み
込
み
と
正
確
な

突
き
を
も
っ
て
果
敢
に
攻
め
、
最
後
の
一
本
ま
で
粘
り
強

く
戦
い
抜
き
ま
し
た
。
結
果
、
団
体
戦
（
大
隊
等
グ
ル
ー

プ
）
に
お
い
て
、
昭
和
54
年
度
以
来
、
約
半
世
紀
ぶ
り
と

な
る
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
個
人
戦
で
は
大
隊

所
属
の
陸
曹
が
準
優
勝
を
収
め
る
な
ど
、
日
頃
の
練
成
の

成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
栄
誉
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

団体戦優勝！！ 中継で応援しているＯＢ・隊員

ナイス突き！！

個人戦「幹・准・曹の部」準優勝 団体戦

中
隊
は
、
令
和
８
年
２
月
14
日
（
土
）
、
第
５

回
中
隊
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

積
雪
寒
冷
地
に
お
け
る
中
隊
訓
練
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
冬
季
装
備
品
の
使
用
要
領
及
び
各

種
行
動
の
概
要
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

特
に
ス
キ
ー
装
着
時
の
射
撃
姿
勢
に
つ
い
て
演

練
し
、
実
際
に
実
弾
射
撃
を
実
施
し
、
練
度
向
上

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
２
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

隊
旗
返
還
式

隊旗返還式の様子

第２対戦車ヘリコプター隊を語る夕べ

隊旗返還式の様子

令
和
8
年
３
月
23
日
（
月
）
八
戸
駐
屯
地
に
お

い
て
第
２
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
（
隊
長
：
片

上
２
佐
）
の
隊
旗
返
還
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
駐

屯
地
各
部
隊
長
に
も
陪
列
を
賜
り
、
厳
粛
に
執
り

行
わ
れ
、
39
年
と
い
う
長
き
に
わ
た
り
築
い
て
き

た
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

隊
旗
返
還
に
先
立
っ
て
実
施
し
た
「
第
２
対
戦

車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
を
語
る
夕
べ
」
は
、
八
戸
駐

屯
地
後
援
会
会
長
、
八
戸
駐
屯
地
司
令
、
Ｏ
Ｂ
会

長
等
多
く
の
来
賓
の
ご
臨
席
の
も
と
盛
大
に
挙
行

で
き
、
こ
れ
ま
で
の
第
２
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

隊
の
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆

様
こ
れ
ま
で
第
２
対
戦
車
へ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
を
応

援
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
３
０
７
特
科
直
接
支
援
中
隊
（
中
隊
長

川

口
３
佐
）
は
４
月
８
日
（
水
）
か
ら
10
日
（
金
）

ま
で
の
間
、
第
１
回
中
隊
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
市
街
地
戦
を
想
定
し
た
近
接
戦
闘

訓
練
で
あ
り
、
経
験
が
少
な
い
隊
員
も
い
ま
し
た

が
、
各
人
が
最
善
の
対
処
要
領
を
考
え
行
動
し
ま

し
た
。
敵
役
を
設
定
し
、
実
際
に
敵
と
相
対
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
常
に
警
戒
を
緩
め
ず
訓
練
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
隊
は
い
か
な
る

状
況
に
お
い
て
も
戦
闘
力
を
発
揮
し
、
支
援
基
盤

と
な
る
施
設
を
守
り
、
引
き
続
き
支
援
器
材
の
高

可
動
率
の
維
持
・
向
上
を
目
指
し
て
支
援
任
務
の

完
遂
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

四周警戒中の隊員

施設の安全化実施！



駐
屯
地
は
、
令
和
８
年
３
月
12
日(

木)

に
、
八

戸
市
立
第
二
中
学
校
へ
の
出
前
授
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

出
前
授
業
の
内
容
は
、
自
衛
隊
及
び
災
害
対
処

に
係
る
教
育
、
東
日
本
大
震
災
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
自
衛

隊
に
よ
る
監
修
）
の
放
映
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
出
前
授
業
を
通
し
て
、
生
徒
達
へ
の
防

災
意
識
の
高
揚
や
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
伝
承

し
ま
し
た
。
駐
屯
地
と
し
て
、
地
域
の
皆
様
の
安

全
と
安
心
を
守
る
べ
く
、
引
き
続
き
、
災
害
対
応

も
含
め
た
各
種
事
態
へ
の
対
処
能
力
の
向
上
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

モニター委嘱式
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住所 青森県八戸市市川町桔梗野官
地

  ０１７８（２８）３１１１

 

陸上自衛隊八戸駐屯地
ＳＮＳ各種はこちらから！

八戸駐屯地公式キャラクター
市川 ききょう士長です！
ＳＮＳ各種のフォロー

お願いします！

駐屯地の活動状況を逐次更新中☆
ぜひチェックしてみてください！

八戸駐屯地HP・フェイスブック・X
・インスタグラムをまとめたQRコードです！

 八戸駐屯地 で検索！

離任部隊長紹介着任部隊長紹介

駐
屯
地
は
、
令
和
８
年
３
月
28
日

(

土)

に
、
防
衛
モ
ニ
タ
ー
、
駐
屯
地

モ
ニ
タ
ー
終
了
式
及
び
委
嘱
式
を
実

施
し
ま
し
た
。

駐
屯
地
は
各
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
の

ご
意
見
及
び
ご
要
望
を
踏
ま
え
、
自

衛
隊
の
こ
と
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
精

進
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
八
戸
駐
屯
地
を
含
め

ま
し
て
、
自
衛
隊
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

八
戸
市
立
第
二
中
学
校
出
前
授
業

八戸地区自衛隊協力会
八戸商工会議所
自衛隊・八戸市防災対策検討委員会
青森県隊友会三八地域支部
八戸市自衛隊家族会
青森県銃剣道連盟八戸支部
第５高射特科群後援会
八戸陸上自衛隊協力店会
第４地対艦ミサイル連隊ＯＢ会
第９後方支援連隊ＯＢ会「みちのく会」
第２対戦車ヘリコプター隊・第１１０飛行隊ＯＢ会
八戸駐屯地業務隊ＯＢ会
第９施設大隊ＯＢ会「勇施会」
第９飛行隊ＯＢ会
高射ＤＳＯＢ会
第３８普通科連隊八戸地区ＯＢ会
八戸市危機管理部

八戸駐屯地後援会１7団体

第
９
後
方
支
援
連
隊
長

１
等
陸
佐

齋
藤

悠
一

（
陸
上
幕
僚
監
部

市
ヶ
谷
駐
屯
地
へ
）

（
令
和
８
年
３
月
23
日
付
）

第
９
後
方
支
援
連
隊
長

１
等
陸
佐

今
井

健
二

（
西
部
方
面
総
監
部

健
軍
駐
屯
地
か
ら
）

（
令
和
８
年
３
月
23
日
付
）

八
戸
合
同
援
護
調
整
所
長

１
等
陸
尉

田
村

慎
二

（
第
1
師
団
司
令
部

練
馬
駐
屯
地
へ
）

（
令
和
８
年
３
月
16
日
付
）

第
１
２
３
地
区
警
務
隊
八
戸
派
遣
隊
長

１
等
陸
尉

白
戸

義
弘

（
第
１
２
３
地
区
警
務
隊

青
森
駐
屯
地
へ
）

（
令
和
８
年
３
月
16
日
付
）

第
38
普
通
科
連
隊
第
４
中
隊
長

１
等
陸
尉

佐
藤

紘
希

（
第
11
旅
団
司
令
部

真
駒
内
駐
屯
地
へ
）

（
令
和
８
年
３
月
16
日
付
）

第
２
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
長

２
等
陸
佐

片
上

裕
文

（
第
6
師
団
司
令
部

神
町
駐
屯
地
へ
）

（
令
和
８
年
３
月
23
日
付
）

第
５
高
射
特
科
群
長

１
等
陸
佐

奥
田

嘉
夫

（
東
北
方
面
総
監
部

仙
台
駐
屯
地
へ
）

（
令
和
８
年
３
月
16
日
付
）

第
３
８
４
会
計
隊
長

１
等
陸
尉

北
畠

誠

（
第
３
８
９
会
計
隊

岩
手
駐
屯
地
へ
）

（
令
和
８
年
３
月
16
日
付
）

第
38
普
通
科
連
隊
第
4
中
隊
長

１
等
陸
尉

江
口

敦

（
第
48
普
通
科
連
隊

相
馬
原
駐
屯
地
か
ら
）

（
令
和
８
年
３
月
16
日
付
）

第
１
１
０
飛
行
隊
長

３
等
陸
佐

讃
岐

政
徳

（
第
２
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
か
ら
）

（
令
和
８
年
３
月
23
日
付
）

八
戸
合
同
援
護
調
整
所
長

1
等
陸
尉

鈴
木

敦

（
第
５
高
射
特
科
群
か
ら
）

（
令
和
８
年
３
月
16
日
付
）

第
１
２
３
地
区
警
務
隊
八
戸
派
遣
隊
長

１
等
陸
尉

加
藤

克
志

（
第
１
３
１
地
区
警
務
隊

姫
路
駐
屯
地
か
ら
）

（
令
和
８
年
３
月
16
日
付
）

第
３
８
４
会
計
隊
長

３
等
陸
佐

中
田

俊
之

（
東
北
方
面
会
計
隊

仙
台
駐
屯
地
か
ら
）

（
令
和
８
年
３
月
16
日
付
）

第
５
高
射
特
科
群
長

１
等
陸
佐

樋
口

圭

（
東
京
地
方
協
力
本
部

市
ヶ
谷
か
ら
）

（
令
和
８
年
３
月
16
日
付
）
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